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7 月 31 日（月）にＪＡ横浜みなみ総合センターにおいて「幹事組織代表者会議」を開催しました。

役員の選任では、大川良一 氏に代わり平本光男 氏(ＪＡ神奈川県中央会代表理事会長)が共同代表に、

監事は井上浩子 氏(神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会専務理事)に代わり齋藤弘明 氏(労協セン

ター事業団神奈川事業本部本部長)が就任しました。活動報告ではコロナ禍から徐々に日常を取り戻し

つつある状況を報告し、活動計画では実開催を再開しつつ、この３年間の実践を踏まえ Web の活用

も併せて取り組むことを決定しました。なお当日はアドバイザーの白石正彦・東京農業大学名誉教授

と高橋巌・日本大学教授が出席され、今後の連携促進に向けた助言をいただきました。 

 

〇幹事組織代表者会議 報告・協議事項 

（１）会員の状況について 

（２）役員の選任について 

（３）2022 年度活動報告及び収支決算の承認について 

（４）2023 年度活動計画及び収支予算ついて 

（５）その他 

 

〇役員の選任結果 

 代 表 ・神奈川県生活協同組合連合会代表理事会長  當 具 伸 一 （再任） 

     ・神奈川県農業協同組合中央会代表理事会長  平 本 光 男 （新任） 

 監 事 ・神奈川県漁業協同組合連合会代表理事専務  鵜 飼 俊 行 （再任） 

     ・労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団神奈川事業本部本部長  齋 藤 弘 明 （新任） 

 

当日決定した 2023 年度活動計画等を添付しますので、各会員組織の活動にあたりご参照ください。

また、通信 No.105 でお伝えした通り、現在会員数は 85 組織となっております。新しい Co‐ネット

会員図を添付しますので、今後の会員組織間での連携の際にご活用ください。 

 

 

 

 

 

7 月 31 日（月）にＪＡ横浜みなみ総合センターにおいて「2023 年かながわ協同組合のつどい」を

開催しました。コロナ禍の折、開催の見送りや Web 開催としてきましたが、4 年ぶりに実開催とする

ことができ、35 団体、102 名が参加しました。 

 かながわＣ -ネット通信 Ｎｏ.１０６ 
 

 

 

 

 

左から県農協中央会 平本会長、県生協連 當具会長 

「2023年かながわ協同組合のつどい」を開催 
協同組合間の連携や農商工連携等を通じた地域の活性化に向けて意見交換 



 本つどいは、新型コロナウイルス感染症の流行が、会員組織の事業や活動、

会員組織間の連携に大きな影響を及ぼしたことから、「協同組合間の連携や

農商工連携等を通じた地域の活性化」をテーマに、それぞれの特徴を生かし

た連携と地域活性化について改めて考える機会にしたいと企画したもので、

講演・事例紹介・意見交換を行いました。 

まず、株式会社農林中金総合研究所 リサーチ＆ソリューション第 1 部 

主任研究員 尾中謙治 氏より、地域に根ざした他組織と連携する意義や協

同組合間、農林漁業・商工業 5 団体の連携等の必要性や効果を、事例を交

えて講演いただきました。 

 事例紹介では、多様な地域組織の連携に向け、神奈川県商工会連合会 事

務局長 榎木良雄 氏より「商工会の現況と事業」や「県内の商工会との連携

事例」について紹介いただき、続いてかながわ Co‐ネット事務局より、これ

まで Co‐ネット通信でお伝えしてきた協同組合間組織間の交流事例を、種類

別にまとめて資料提供しました。 

講演・事例紹介を踏まえ、所属組織の紹介・PR や他の組織の強み・活用

できそうなこと、連携したいこ

と・したらよいと思うことにつ

いてグループで意見交換を行

いました。終了時間がきても話が尽きないほど活発に意

見交換が行われ、組織間の連携や地域活性化につなげる

きっかけになることが期待されます。 

講演・事例紹介の録画データ・資料について希望され

る場合は、担当事務局にお問い合わせください。 

 

 

 

 

アドバイザーの佐藤幸也・関東学院大学教授からの依頼を受け、同大学理工学部の学生対象の教養

セミナー「協同組合の世紀 日本近現代の歴史に学び SDGs と協同組合について考える」で労働者協同

組合ワーカーズコープ・センター事業団神奈川事業本部本部長 齋藤弘明 氏が 7 月 4 日・11 日の２

週にわたり講義を行いました。 

 初回は労働者協同組合について講義し、２回目はアフガニスタンで戦乱のなか用水路を造る活動を

続け銃撃に斃れた中村哲 氏のドキュメンタリー映画「医師 中村哲の仕事・働くということ」を観て

協同することの意義について学生と意見交換されたとのことです。 

 
➢会員組織での困り事をはじめ、告知を希望する行事、提携事例等がありましたら下記まで
ご連絡ください。 

 

 

 

＜担当事務局連絡先＞ 

ＪＡ神奈川県中央会 総務企画部(担当：古谷・杉本)TEL.045-680-3001 sou-ki@chu.kn-ja.or.jp 

神奈川県生活協同組合連合会(担当：相田・栗城)TEL.045-473-1031 Yuji.Aida@ucoop.or.jp、Sadakazu.Kuriki@ucoop.or.jp 

尾中 謙治 氏 

榎木 良雄 氏 

尾中 謙治 氏 

グループで意見交換 



2022年度活動報告 

Ⅰ．概 況 

新型コロナウイルス感染症の流行は会員組織の事業・活動や会員組織間の連携に大

きな影響を及ぼしてきましたが、2022年度もウィズコロナのもと、様々な活動の制約

を受けてきました。2023年５月にコロナの感染症法上の扱いが５類に見直されたこと

もあり、徐々に日常の活動が再開しつつあります。 

2022年度、かながわＣｏ－ネットは、Webを活用した会議等の開催やYouTube動画に

よる発信、かながわＣｏ－ネット通信により会員組織間での相互理解の促進や非営利・

協同の理念の幅広い発信に努める活動を継続するとともに、３年ぶりに交流行事「夏

休み地引網体験」を開催しました。 

また、会員組織間では、意見交換会や学習会など実開催も徐々に再開しています。

引き続き、地域や組織の実情にあわせた方法を模索しつつ、事業連携やフードバンク

活動をはじめ、会員組織間の連携活性化や非営利・協同のネットワークの拡大が求め

られます。 

 

Ⅱ．具体的実施事項 

１．協同組合間での連携の促進 

① 協同組合の理解と会員組織の役職員・組合員とその家族を参加対象とした交流行

事「夏休み地引網体験」は、新型コロナウイルス感染症の影響で２年休止しました

が、人数と内容を縮小して３年ぶりに開催しました。 

また、コロナ禍で「地産地消・協同活動現地学習会」の代替企画として始まった

動画により協同組合の取り組みを紹介する「現地リポート」第３弾を YouTubeにア

ップロードしました。 

なお、今後の「地産地消・協同活動現地学習会」「交流行事」「現地リポート」につ

いて、2023年３月に幹事組織間で意見交換会を行うなど、取り組みを進めました。 

 

ア）交流行事「夏休み地引網体験」 

   ○ 日 時：2022年7月28日（水）10:00～11:40 

   ○ 場 所：藤沢・鵠沼海岸 

   ○ 参加者：121名 

   ○ 概 要：県内漁業・漁協の概要説明や地引網体験、参加者全員によるビーチク

リーン活動を通じて神奈川の自然の豊かさを体験から学び、環境を

大切にする活動への関心を高める機会としました。 

 

イ）現地リポート「持続可能な林業を目指して！間伐材チップをバイオマス発電へ」 

   ○ アップロード日：2022年12月15日 

   ○ 概 要：神奈川県森林組合連合会では、未利用で放置してきた間伐材を木

質バイオマス発電へ有効利用させる取り組みを行っており、森

林・林業の実態や神奈川県森林組合連合会が取り組む持続可能

な林業を目指した取り組みを動画でまとめました。 

 

   ◆ かながわＣｏ－ネット YouTubeチャンネル URL 

     https://www.youtube.com/channel/UCyp4EM3hVppGerMnHYV0Myg 

https://www.youtube.com/channel/UCyp4EM3hVppGerMnHYV0Myg


② コロナの感染者数が減少傾向となり、会員組織間での意見交換や学習会、会員外

からの視察の受入を行いました。また、ＪＡ横浜では創立 20周年記念事業のひとつ

として、かながわ生き活き市民基金の助成プログラムを活用し、横浜市内の子ども

の貧困課題に向き合い活動している非営利団体に対し、助成活動を行いました。 

（Ｐ24～26参照） 

 

 ③ 「神奈川災害ボランティアネットワーク（ＫＳＶネット：正会員として県生協連、

ユーコープ、生活クラブ生協、パルシステム神奈川、賛助会員としてＪＡ中央会が

加入）」を通じて協同のネットワークによる地域防災のあり方検討に向けたつなが

り強化を模索しました。 

なお、ＫＳＶネット法人化 10周年記念シンポジウムに、県生協連、ＪＡ中央会が

シンポジストとして参加しました。 

 

２．学習会・公開講座等の開催 

   学習会・公開講座については、2023年国際協同組合デーにちなみ幹事組織代表者

会議と合わせて開催することとしており、「かながわ協同組合のつどい」に学習会的

な側面も持たせることとして企画しています。 

また、アドバイザーの関東学院大学 佐藤 幸也教授より、同大学の学生対象の教

養セミナー「ＳＤＧｓと協同組合」の中でＪＡと労協の実務者に講義依頼があり、

2022年６月にＪＡ横浜が、2022年７月に労協センター事業団神奈川事業本部が講師

を受け持ちました。 

また、会員内外の組織が開催する学習会等について、かながわＣｏ－ネット通信

を通じて、情報共有し、参加を呼びかけました。 

 

３．かながわ協同組合のつどいの開催 

① 「2022年かながわ協同組合のつどい」は、ＩＣＡソウル大会の議論をもとに、協

同組合の価値やこれから何を実践すべきかを考えることとし、「協同組合の価値と地

域のセーフティーネットとしての協同組合間連携を考える」をテーマに、2022年８

月１日（月）にZoomによりWeb開催しました。 

○ テ ー マ：協同組合の価値と地域のセーフティーネットとしての協同組合間連携

を考える 

○ 日  時：2022年８月１日（月）13:30～15:30 

○ 開催方法：ZoomによるWeb開催 

○ 内  容：講演Ⅰ：ＩＣＡソウル大会から「協同組合のアイデンティティ」へ 

登壇者：ＪＣＡ協同組合連携部 研究員／ワーカーズコープ連合会 理事・

海外連携推進部長 中野 理 氏 

講演Ⅱ：協同組合間連携は地域のセーフティーネット～未来に向け

食・災害について考える～ 

登壇者：福島大学 食農学類教授 小山 良太 氏 

 

② 「2023年かながわ協同組合のつどい」について、2023年３月に幹事組織間で意見

交換会を行い、「協同組合間の連携や農商工連携等を通じた地域の活性化」をテーマ

に４年ぶりに実開催で行うこととし、2023年７月31日（月）の開催に向けて、神奈

川県商工会連合会等へ参加について働きかけを行うなど、取り組みを進めました。 



４．福祉健康委員会活動の充実 

徐々にではありますが、リアル参加の学習交流、屋外ウォーキングを再開する動

きが戻ってきました。 

① 全体説明会  

昨年同様、４つの地区委員会にサテライト会場を用意していただき、オンライン

を使って開催しました。全体説明会後に新委員による第１回目の打合せを行うため、

会場が地域単位に分かれているほうが参加しやすくてよいとの声を多くいただきま

した。 

 

② 県推進委員会 

地区委員会活動の情報共有、地区委員交流会、全体説明会開催に向けた準備等、

県推進委員会を５回開催しました。 

（2022年10月31日、11月25日、2023年1月18日、3月20日、5月22日） 

 

③ 地区委員会の活動内容 

 ア）地区委員交流会 

 日  時：2023年１月27日（金） 

 場  所：西湘地区委員会会場、湘南地区委員会会場、横浜川崎地区委員会会場、

県央地区委員会第1会場、県央地区委員会第2会場、県推進委員会会場 

  学習テーマ：腸活で健活 ～お酢も使ってさらにパワーアップ！～ 

   講  師：ＪＡ神奈川県厚生連 保健福祉センター副部長 横瀬富美子 氏 

※ 短時間でしたが、学習を受けての感想を委員会メンバーで意見交流し、発表を

通じて参加された方々で共有しました。 

 

  イ）各地区委員会の取り組み 

地 区 参加組織 活動内容（要旨） 

 
横浜川崎 

・ユーコープ 
・パルシステム神奈川 
・医療生協かながわ 
・福祉クラブ生協 
・ＪＡ横浜 
・ＪＡセレサ川崎 

【主な活動】 
・型抜きアートハッピーハロウィン 
・オーラルフレイル学習会(オンライン) 
・防災セミナー 
・里山散策ウォーキング＆福祉施設見学 

 
湘南 

・ユーコープ 
・パルシステム神奈川 
・医療生協かながわ 
・ＪＡよこすか葉山 
・ＪＡさがみ 

【主な活動】 
・江の島観光ガイド付き健康ウォーキング 
・オンライン学習会「マイナンバーと私たちの生活」 

 

 
県央 

・ユーコープ 
・パルシステム神奈川 
・ＪＡあつぎ 
・ＪＡ県央愛川 
・ＪＡ相模原市 
・ＪＡ神奈川つくい 

【主な活動】 
・健診結果を生かして健康生活（講話） 
・地産地消を学ぼう「みそ玉・酒まんじゅう作り」 

 
西湘 

・ユーコープ 
・パルシステム神奈川 
・医療生協かながわ 
・富士フイルム生協 
・ＪＡ湘南 
・ＪＡはだの 
・ＪＡかながわ西湘 

【主な活動】 
・花菜ガーデン散策と研修「肩の痛みと生活の注意
点について」 



５．フードバンクかながわ等との連携 

かながわＣｏ－ネット通信を通じて、会員組織からフードバンクかながわをはじ

めとしたフードバンク組織や子ども食堂と連携したフードドライブ活動等の紹介を

行うとともに、会員組織へ食品提供の協力を働きかけました。 

 

６．平和活動への連携した取り組み 

平和活動の取り組みの一環で｢2022原爆と人間展｣へ協賛・支援しました。 

 

７．会員組織内外における認知度向上 

会員組織間の連携事例やイベント、活動等の情報を発信するため、事務局より会

員組織宛にかながわＣｏ－ネット通信をＥメールで発信しました。（No.93～103） 

また、同通信の県生協連ホームページやＪＣＡ（日本協同組合連携機構）のホー

ムページ（県段階の協同組合間連携）への掲載、現地リポート動画の YouTube への

アップロードなど、会員組織外への情報発信により、かながわＣｏ－ネットの認知

度向上に努めました。 

 

８．未加入の協同組合への働きかけ等 

当協議会の取り組み等を説明するなど個別に働きかけを行い、新たに神奈川中央

養鶏農業協同組合が加入しました。 

 

９．会の運営にかかる会議の開催 

① 幹事組織代表者会議 

   2022年８月１日（月）15時40分よりWeb開催 

※「2022年かながわ協同組合のつどい」と同日に開催し、同つどいと同様にZoomに

よるWeb開催としました。 

 

② 事務局統括役員会議 

2022年７月21日、2023年１月26日、2023年6月22日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2023年度活動計画 

 

2023年度の「かながわＣｏ－ネット」の活動にあたって 

 

Ⅰ 基本方針 

 かながわＣｏ－ネットは、県内の協同組合をはじめ非営利・協同の理念を共有する

組織が緩やかにつながり、より広い交流・連帯をすすめ、非営利・協同の理念を発信

し、すみよい地域社会づくりに寄与することを目的に設立７年目を迎えました。 

この間、非営利・協同の理念を共有する人と人のつながりづくりを実践してきまし

たが、新型コロナウイルス感染症の流行は会員組織の事業・活動や会員組織間の連携

に大きな影響を及ぼしました。2023 年５月にコロナの感染症法上の扱いが５類に見

直されたこともあり、コロナが浮き彫りにした課題も含め、私たち協同組合が持続可

能な地域社会の活性化への役割発揮に向け、どのようなことを実践すべきか改めて

考える必要があります。 

こうしたなか、かながわＣｏ－ネットは、2019 年に設定した「ＳＤＧｓの目標を

踏まえた中長期的な取り組みテーマ」に沿い、会員組織間の連携促進と非営利・協同

の理念のさらなる普及に向けた活動を展開します。 

 

Ⅱ 2023年度活動計画 

１．協同組合間および非営利組織との連携促進 

① 「地産地消・協同活動現地学習会」の再開に向けて取り組むととともに、動画に

より協同組合の取り組みを紹介する「現地リポート」の企画についても検討し、進

めていきます。 

また、会員組織の役職員・組合員とその家族を参加対象とした交流行事「夏休み

地引網体験」は、2022 年度と同様の内容（漁業の学習、地引網、ビーチクリーン）

で 2023年８月９日に開催することとしていましたが、日程の折り合いがつかず中止

し、2024年夏の開催に向け準備していきます。 

 

 ② 会員間での意見交換会・視察、共同イベントの開催や地域の実情に合わせた事業

の相互利用等を促進します。 

 

 ③ 行政や非営利組織等との連携による地域防災や就労準備支援など、協同のネット

ワークによる地域社会づくりを促進します。 

  

④ ＪＣＡ（日本協同組合連携機構）等を通じ、国内外の協同組合との連携をはかり

ます。 

 

 ２．学習会・公開講座等の開催 

協同組合・地域社会を取り巻く諸情勢を踏まえた学習会や協同組合への理解を広げ

るための講座等をアドバイザーの皆様はじめ有識者と連携して開催します。 

時  期 内   容 

2024年 7月 学習会兼公開講座を 2024 年国際協同組合デーにちなみ幹事組織

代表者会議と合わせて開催することを視野に入れ検討します。 

その他 会員内外の組織が開催する学習会等について、かながわＣｏ－ネ

ット通信等を通じて情報共有し、積極的な参加を呼びかけます。 

 

 



３．「かながわ協同組合のつどい」の開催 

① 新型コロナウイルス感染症の流行が会員組織の事業・活動や会員組織間の連携に

大きな影響を及ぼしたことから、「協同組合間の連携や農商工連携等を通じた地域の

活性化」をテーマに、「2023年かながわ協同組合のつどい」を４年ぶりに実開催で行

います。 

○ テーマ：協同組合間の連携や農商工連携等を通じた地域の活性化 

○ 日 時：2023年７月31日（月）13：30～15：30 

○ 場 所：ＪＡ横浜 みなみ総合センター ４階ホール 

○ 内 容：講演「協同組合間の連携や農商工連携等を通じた地域の活性化」 

講師：株式会社 農林中金総合研究所 

  リサーチ＆ソリューション第１部 主任研究員 尾中 謙治 氏 

事例紹介、意見交換 

 

② 「2024年かながわ協同組合のつどい」について、企画・準備を進め、会員組織の

組合員・役職員はじめ 2019年全国協同集会でつながりができた方々や県内外の協同

組合関係者を含む幅広い参加を呼びかけます。 

 

４．福祉健康委員会活動の充実 

各地区福祉健康委員会および県推進委員会の自主的な活動を支援・促進するととも

に、幅広い組織の参加を呼びかけます。 

 

５．フードバンクかながわ等との連携 

  フードバンクかながわをはじめ、市町村・社協および地域で活動するフードバンク

組織、子ども食堂等と連携し、会員組織におけるフードドライブ活動等、食品ロス削

減・食支援の取り組みを促進します。 

 

６．平和活動への連携した取り組み 

核兵器廃絶に向けた取り組み等、平和な社会に向けた活動に賛同し連携を進めます。 

 

７．会員組織内外における認知度向上 

かながわＣｏ－ネット通信の発行、YouTube への動画のアップロード、県生協連ホ

ームページへの活動内容の掲載等、活動内容の情報共有・発信を進めます。 

 

８．未加入協同組合への働きかけ等 

  県内の未加入協同組合（未加入単組、信用金庫、信用組合、中小企業等協同組合等）

に連携の促進を働きかけるとともに、多様な組織の連携による持続可能な地域社会づ

くりに向けた取り組みを検討します。 

 

９．会の運営にかかる会議の開催 

時  期 内    容 

2024年 7月 幹事組織代表者会議（2024年度活動計画等の決定） 

※必要に応じて幹事組織事務局会議等を開催。 

随時 事務局統括役員会議（会の運営に関すること） 
  

以上 
 



2019年７月30日制定 

 

ＳＤＧｓの目標を踏まえた「かながわＣｏ－ネット」の中長期的な取り組みテーマ 

 

わたしたちの暮らす地域社会は、経済の空洞化や高齢化の進展などを要因とするコミュニティの

崩壊が危惧されています。 

国連は、2015年に採択した「持続的な開発目標（ＳＤＧｓ）」について、2030年までの達成を目指

しており、食・農・環境・福祉・働き方等に携わる相互扶助の組織である協同組合には、その達成に

おいて重要な役割を果たす存在意義を発揮することが求められています。 

本県の協同組合がこれまで地域で協同して進めてきた取り組みも、ＳＤＧｓの目標と合致するも

のです。 

よって、かながわＣｏ－ネットを県内協同組合のよりどころとして持続可能な「すみよい地

域社会づくり」に寄与するため、ＳＤＧｓの目標を踏まえた中長期的な取り組みテーマを掲

げ、協同を通じて具体化を進めます。 

 

☆『協同組合の発展のために』 

● 会員組織の共同での地元産品の販売や協同組合の価値をアピールするイベント等の開催支援を

はじめ、組合員のニーズや地域の実情に対応した事業の会員組織間での相互利用を促進します。 

● 協同組合の交流・連携を促進します。とりわけ地域の単位組織間の継続的な連携と広がりをめざ

します。地域での連携実現に向け県域での役割を発揮します。 

● 協同組合のつどいの開催などを通じ、情勢・政策・先進事例を学び研究します。 

● 単位組織の社会貢献・地域連携を共有する広報と政策的共有をはかるための情報発信を進めます。 

● 協同組合についての理解を深めるため、大学における公開講座の後援や出張講義等を通じ

た教育現場における協同組合理解の機会づくりを進めます。 

● 県内の未加入協同組合に対し、中長期的な視点で連絡協議会への加入や行事参加を呼びかけます。 

 

☆『豊かな食資源と環境のために』 

● 持続可能な生産と消費、本県の農林水産業の持続的発展と資源の保全に

むけ、地産地消の促進、体験学習・交流に取り組みます。 

● 自由貿易の拡大のもとで食料の安全保障や、生産者・消費者に及ぼす影響

等について学び発信します。 

 

☆『地域社会の助け合いのために』 

● 貧困の連鎖、格差の拡大をなくしていくために、フードバンクかながわや

子ども食堂などと連携し、フードドライブの取り組み等を通じて食品ロス

の削減と生活困窮者支援に取り組みます。 

● 高齢者や子育て世代をはじめ地域での助け合いの連携をさらに強めるとともに、災害時の

対応や地域の見守り活動についても行政と連携しながら進めています。 

● 就労困難者への就労支援活動の推進等、協同労働による地域の仕事起こしや就労支援の連

携をめざします。 

 

☆『健康と福祉のために』 

● 健康増進活動、暮らしやすい地域社会の為の福祉活動を展開します。 

健康チェックの取り組みなど、各組織が地域の中で可能なところから連携した取り組みを広げます。 

● 県及び地区の福祉健康委員会活動に継続的に取り組みます。 

 

☆『持続可能なエネルギーのために』 

● 地球温暖化の防止、持続可能なエネルギーへの転換にむけ、省エネルギー、再生可能エネ

ルギーの促進に取り組みます。 

 

☆『恒久の平和のために』 

核兵器も戦争もない平和な社会を願い、取り組みについて協同組合間の連携をはかります。 

 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

   

かながわＣｏ-ネット（神奈川県協同組合連絡協議会） 会員･アドバイザー ８5 組織 (順不同･2023 年６月 30 日) 

 
【農業協同組合】 １9 組織 

横浜農業協同組合 
セレサ川崎農業協同組合 
よこすか葉山農業協同組合 
三浦市農業協同組合 
さがみ農業協同組合 
湘南農業協同組合 
秦野市農業協同組合 
厚木市農業協同組合 
県央愛川農業協同組合 
かながわ酪農業協同組合 
かながわ西湘農業協同組合 
相模原市農業協同組合 
神奈川つくい農業協同組合 
神奈川中央養鶏農業協同組合 
神奈川県農業協同組合中央会 
神奈川県信用農業協同組合連合会 
全国農業協同組合連合会神奈川県本部 
全国共済農業協同組合連合会神奈川県本部 
神奈川県厚生農業協同組合連合会 

【生活協同組合】 ２３組織 
神奈川高齢者生活協同組合 
生活協同組合うらがＣＯ-ＯＰ 
生活協同組合ユーコープ 
生活協同組合ナチュラルコープ・ヨコハマ 
生活協同組合パルシステム神奈川 
生活クラブ生活協同組合・神奈川 
福祉クラブ生活協同組合 
全日本海員生活協同組合 
富士フイルム生活協同組合 
医療生協かながわ生活協同組合 
神奈川北央医療生活協同組合 
神奈川みなみ医療生活協同組合 
川崎医療生活協同組合 
麻布大学生活協同組合 
宇宙科学研究所生活協同組合 
神奈川大学生活協同組合 
東京工芸大学生活協同組合 
横浜国立大学生活協同組合 
横浜市立大学生活協同組合 
全労済神奈川県本部 
やまゆり生活協同組合 
中央労働金庫 神奈川県本部 
神奈川県生活協同組合連合会 

【森林組合】 ９組織 
さがみはら津久井森林組合 
清川村森林組合 
愛川町森林組合 
伊勢原市森林組合 
秦野市森林組合 
松田町森林組合 
南足柄市森林組合 
小田原市森林組合 
神奈川県森林組合連合会 

【漁業協同組合】 １９組織 
横浜市漁業協同組合 
横須賀市東部漁業協同組合 
長井町漁業協同組合 
横須賀市大楠漁業協同組合 
みうら漁業協同組合 
三和漁業協同組合 
葉山町漁業協同組合 
小坪漁業協同組合 
鎌倉漁業協同組合 
腰越漁業協同組合 
江の島片瀬漁業協同組合 
藤沢市漁業協同組合 
茅ヶ崎市漁業協同組合 
平塚市漁業協同組合 
大磯二宮漁業協同組合 
小田原市漁業協同組合 
真鶴町漁業協同組合 
神奈川県内水面漁業協同組合連合会 
神奈川県漁業協同組合連合会 

【働き方の協同組合】 ４組織 
労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団神奈川事業本部 
神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会 
特定非営利活動法人 ワーカーズ・コレクティブ協会 
企業組合ワーカーズコープ・キュービック 

 

【関係団体】 １０組織 
神奈川県労働者福祉協議会 
特定非営利活動法人参加型システム研究所 
神奈川県消費者団体連絡会 
共栄火災海上保険株式会社京浜支店 
株式会社グリーンピア 
株式会社神奈川県農協情報センター 
株式会社神奈川県茶業センター 
株式会社農協観光神奈川エリアセンター 
丸福水産株式会社 
公益財団法人かながわ生き活き市民基金 

【信用金庫】 １組織 
城南信用金庫 

 

       【アドバイザー】（50 音順)  ８名 
佐藤幸也 関東学院大学教授  白石正彦 東京農業大学名誉教授  
高橋 巌 日本大学教授  田代洋一 横浜国立大学･大妻女子大学名誉教授 
田中夏子 農園Vento e terra園主  富沢賢治 一橋大学名誉教授 

藤本俊明 武蔵野大学客員准教授  古沢広祐 國學院大學客員教授 
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